
  

              

 

「
集
ま
る
理
」 

「
諭
達
第
四
号
」
が
発
布
さ
れ
て
半
年
が
経
ち
、
早
く
も
「
三
年
千

日
」
の
六
分
の
一
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
う
か
う
か
し
て
い
る
と
、
時

は
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
き
ま
す
。「
た
す
け
一
条
」
の
道
と
い
う
の
は

決
し
て
楽
々
の
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
こ
の
道
を
通
る
お

互
い
に
と
っ
て
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
、
ど
う
で
も
通
ら
ね
ば
な
ら

な
い
道
だ
と
お
教
え
頂
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
苦
労
の
道
、
茨
道
で

あ
っ
て
も
、
同
じ
通
る
な
ら
明
る
く
陽
気
に
通
り
た
い
も
の
で
す
。

陽
気
で
明
る
く
楽
し
い
人
の
周
り
に
は
、
自
然
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
明
る
く
楽
し
い
所
な
ら
、
誰
も
が
自
然
と
足
が
向
き

ま
す
。
髙
安
詰
所
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
温
か
く
」

で
す
。
国
々
処
々
で
、
日
々
人
だ
す
け
に
御
苦
労
下
さ
る
信
者
の
皆

様
が
、
帰
り
た
く
な
る
よ
う
な
明
る
く
、
楽
し
く
、
温
か
い
詰
所
を

目
指
し
て
、
詰
所
も
『
三
年
千
日
』
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 
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髙
安
詰
所
だ
よ
り 
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六
月
は
別
席
強
調
月
間
で
す 

「
三
年
間
で
千
四
百
名
の 

別
席
者
の
ご
守
護
を
」 

詰
所
行
事
予
定
（
六
月
） 

八
日 

に
を
い
が
け
実
動 

十
三
日 

お
つ
と
め
勉
強
会 

十
五
日 

勤
務
者
修
練
Ⅰ 

 
 
 
 
 

十
七
日 

直
轄
祭
参
拝
（
大
教
会
） 

十
八
日 

教
祖
お
入
り
込
み
記
念
日 

二
十
日 

勤
務
者
修
練
Ⅱ 

二
十
三
日 

大
教
会
月
次
祭
参
拝 

二
十
六
日 

本
部
月
次
祭
参
拝
者
受
入
れ 

修
養
科
生 

四
百
名 

「
三
年
間
で
四
百
名
の
修
養
科
生
を
」 

 

こ
の
方
針
に
沿
え
る
よ
う
、
詰
所
で
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

詰
所
の
動
き 

詰
所
カ
フ
ェ
＆
ラ
イ
ブ
（
四
月
二
十
六
日
） 

恒
例
の
詰
所
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
演
奏
会
『
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
』。
今
月
は
修
養
科
男
子
教
養
掛
の

星
山
道
一
先
生
の
龍
笛
と
、
髙
社
分
教
会
長
大
浦

正
人
先
生
の
篳
篥
の
豪
華
コ
ラ
ボ
に
加
え
て
、
女

子
教
養
掛
の
古
川
は
る
み
先
生
の
オ
カ
リ
ナ
演

奏
も
参
入
。
演
目
も
聴
衆
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
多

彩
な
内
容
で
、
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
再
開
さ
れ
た
カ
フ
ェ
も
大
繁
盛
で
、
か
ぐ
ら

づ
と
め
を
拝
し
た
後
の
ひ
と
と
き
を
、
芳
ば
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
心
地
良
い
音
楽
で

寛
い
で
頂
き
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
で
は
、
出
演
下
さ

る
方
も
毎
月
の
よ
う
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
参
拝
帰
り
に
是
非
詰
所

に
お
立
ち
寄
り
頂
き
「
カ
フ
ェ
＆
ラ
イ
ブ
」
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 



｢

詰
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣ 

素
晴
ら
し
い
芸
術
作
品
が
詰
所
に
届
き
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン

ヌ
正
規
会
員
の
岩
谷
富
男
画
伯
作
の「
種
」。

パ
リ
の
オ
ル
リ
ー
空
港
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
出

展
さ
れ
た
大
作
で
、
こ
の
度
、
先
生
の
ご

好
意
で
ご
寄
贈
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
細
部
に
至
る
ま
で
力
強
い
タ
ッ

チ
で
描
か
れ
、
見
る
者
に
深
い
感
動
と
躍
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
作
品
は

一
階
奥
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。 

「
委
員
部
長
研
修
会
」 
 

婦
人
会
髙
安
支
部 

婦
人
会
髙
安
支
部
で
は
、
お
や
さ
と
、
関
東
の
二
会

場
に
分
け
て
「
委
員
部
長
研
修
会
」
を
開
催
し
、
年

祭
活
動
に
於
け
る
「
道
の
台
」
と
し
て
の
自
覚
と
働

き
を
促
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
月
二
十
七
日
に
は
、
詰

所
を
会
場
に
百
三
十
名
も
の
委
員
部
長
が
参
集
。
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
年
祭 

活
動
へ
の
覚
悟
も
新
た
に
実
動
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
関
東
会
場
の
開

催
は
次
の
通
り
で
す
。
委
員
部
長
の
方
は
漏
れ
な
く
ご
参
加
下
さ
い
。 

・
関
東
会
場
（
都
南
分
教
会
） 

五
月
二
十
九
日 

午
前
九
時
半
よ
り 

徒
歩
団
参
（
五
月
四
日
） 

 

青
年
会
主
催
の
徒
歩
団
参
が
三
年
ぶ

り
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

も
細
々
と
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
漸
く

大
勢
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
貴
山
を
一
気
に
越
え
て
、竜
田
川
で

お
弁
当
を
開
き
、
額
田
部
の
高
橋
を
渡

っ
て
お
ぢ
ば
を
目
指
す
い
つ
も
の
コ

ー
ス
を
、教
祖
お
入
り
込
み
当
時
や
初

代
会
長
様
の
御
苦
労
を
偲
ば
せ
て
頂

き
な
が
ら
、
大
教
会
長
様
を
先
頭
に
和

気
藹
々
と
歩
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 



異 

動
（
詰
所
関
係
） 

・
松
井
敏
孝
さ
ん
（
泉
東
・
東
大
分
） 

事
務
所
青
年
の
松
井
敏
孝
さ
ん
が
、
勤
め
を
無
事
終
え
ら
れ
、
引
き
続
き
教

人
資
格
検
定
講
習
会
も
修
了
し
て
、
現
在
は
上
級
泉
東
分
教
会
の
青
年
と
し

て
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
修
科
の
二
年
間
を
含
め
、
詰
所
で
の
四
年
間
の

伏
せ
込
み
は
今
後
の
大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

・
西
海
ま
ち
こ
さ
ん
（
都
南
・
愛
金
） 

修
養
科
第
九
七
八
期
を
修
了
さ
れ
、
教
養
掛
女
子
も

お
手
伝
い
下
さ
い
ま
し
た
西
海
ま
ち
こ
さ
ん
が
、
こ

の
春
か
ら
は
詰
所
会
長
宅
の
女
子
青
年
と
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
素
敵
な

笑
顔
で
伏
せ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

・
庄
慶
真
人
さ
ん
（
淡
路
三
原
・
三
淡
） 

四
月
か
ら
専
修
科
に
入
学
さ
れ
た
庄
慶
真
人
さ
ん
。
張

り
切
り
す
ぎ
て
入
学
式
直
前
に
転
ん
で
足
を
骨
折
。
松
葉
杖
を
つ
い
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
体
験
は
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る 

足
の
不
自
由
な
方
の
お
世
話
取
り
に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

編
集
後
記 

詰
所
の
ツ
ツ
ジ
は
今
が
満
開
。
隣
接
す
る

南
右
第
二
棟
境
界
の
糊
面
は
、
色
と
り
ど

り
の
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
か
の
よ
う
に
艶

や
か
美
し
く
、
年
々
そ
の
存
在
感
を
増
し

て
い
る
。
一
方
、
人
目
に
付
か
な
い
北
側

の
糊
面
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
は
、
伸
び
放
題
に
枝
が
伸
び
切
り
、
咲
く
花
も

貧
相
。
丹
精
の
差
が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
。
思
う
が
ま
ま
に
放
任

す
る
か
、
心
を
込
め
て
剪
定
す
る
か
の
違
い
だ
が
、
刈
り
込
ま
れ
た
ツ

ツ
ジ
は
毎
年
美
し
く
咲
き
誇
り
、
観
る
人
に
感
動
を
与
え
て
い
る
。 
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